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               審   査   の   要   旨 
 
これまでに生育期の移行に伴うカビの代謝の切り替えに関わる転写制御因子が発見された例はなく、本論
文は、サーチュインがこの機能を発現することを初めて示した点で新規である。また、複数のサーチュイン
が遺伝子発現の制御に際して機能分担することの発見は、今後のカビの遺伝子発現制御の基礎研究の進展に
大きく貢献するものである。カビの生育や代謝を制御することは多くの微生物産業において重要であるが、
本論文はサーチュインの制御を介してこれらを人為的に制御するための基礎的知見を与えるものとしても重
要であり、その農学的価値は高く評価できる。 
平成29年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
